
条例制定の背景
　埼玉県は、75歳以上の
後期高齢者が全国でもト
ップクラスのスピードで
増加していき、介護を必
要とする方も増えること
が予想されています。介
護を必要とする方が増え
る＝ケアラーの方が増え
るということであるため、
その対応を加速させていく必要がありました。
　特にヤングケアラーは潜在化しやすいという
特徴があるため、支援計画の中で、その支援体
制の構築・強化を基本目標の１つとしています。
ケアラー月間（11月）のキャッチコピーは「誰
かを支えるあなたも支える。」お互い支え合っ
ていこうというのが、埼玉県の目指す姿です。

自分で考えて
寄り添ってもらう
　ヤングケアラーの子
たちは、普通に接して
もらいたいという子が
多いんです。まずはそ
ういうところをしっか
り理解してもらって、
周りの子どもたちが自
分で考えて寄り添って
いけるように、そして

先生たちも、必要な支援って何だろうという
目線を持って子どもたちと向き合ってもらう
ために、このサポートクラスを進めています。

　市内小・中学校では、ヤングケアラーに
対する正しい理解を促すため、授業で県の
ヤングケアラーハンドブック
を活用しています。また、学
校の先生は一番最初の窓口に
なる可能性が高いので、早期
に発見して支援につなげられ
るよう、各学校で研修を実施
しています。他にも、スクール
ソーシャルワーカー（※1）や
スクールカウンセラー（※２）
を配置するなど、子どもを多
方面からサポートしています。

ヤングケアラーに関するヤングケアラーに関する
県の取り組み（一例）県の取り組み（一例）

▶ �民生委員・児童委員、子ども食堂
運営者等の研修

▶ �教育・福祉部門の職員の合同研修
▶ �児童・生徒向けハンドブック作成

（次ページで紹介）
▶ LINE相談窓口の設置（下記）

埼玉県埼玉県
ヤングケアラーヤングケアラー
チャンネルチャンネル

全
国
初

全
国
初
　
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

　
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

ヤ
ン
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス

グ
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス

市
内
小
・
中
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

市
内
小
・
中
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

埼
玉
埼
玉
県
で
は
、
令
和
２
年
３

月
31
日
、
全
国
初
の
ケ
ア
ラ
ー

支
援
に
関
す
る
条
例
と
し
て
、

「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
ケ
ア

ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定

義
や
、
支
援
に
あ
た
っ
て
の
基

本
理
念
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
令
和

３
年
３
月
に
は
「
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
計
画
」
を
策
定
。
広

報
啓
発
の
推
進
や
人
材
育
成
な

ど
５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

埼
玉
埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は
、

教
職
員
や
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
学
校
で
の
相

談
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

出
張
授
業
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス
」
を
、
県
内

学
校
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
、栗
橋
南
小
学
校
で

８
月
31
日
に
教
職
員
向
け
の
研

修
会
、
９
月
13
日
に
は
澁
谷
智

子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
小
学
生

向
け
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼玉県
地域包括ケア課

篠
しのはら

原啓
けいすけ

佑さん

埼玉県教育委員会
人権教育課

早
は や の

野裕
ひろゆき

之さん

久喜市教育委員会
指導課

千
ち ば

葉宏
ひ ろ み

美さん

　　　�埼玉県内のヤングケアラーおよびその保護者等
　　　※�自分がヤングケアラーか分からない方も相談可
　　　月～金曜日 11時～20時
　　　（祝日、年末年始を除く）
　　　�左の２次元コード、またはLINEで
　　   �「埼玉県ヤングケア

ラーチャンネル」
　　　と検索

教教育現場の今。育現場の今。

チャンネル運営団体

一般社団法人ヤングケアラー協会
代表理事　宮
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チャットボット機能チャットボット機能

体験談体験談

オンラインサロンオンラインサロン

チャット相談チャット相談

質問に答えることで
自分の状況を把握する

元ヤングケアラーの
体験談を読む

県のヤングケアラー
オンラインイベント
を確認する

�相談者は24時間365日
いつでもメッセージを
送ることができる

元ヤングケアラー。15歳の頃から
17年間難病の母のケアを担う。同
協会を設立し、ヤングケアラーに関
する厚生労働省の委員なども務める。

　９月20日の運用開始以降、中高生など、多くの
方にご利用いただいています。メッセージに対応す
るのは、私を含め、全員が元ヤングケアラーです。
大人とつながるための選択肢の１つとして、安心で
きる場所だと思ってもらえるように、今後オンライ
ンサロンで顔の見える関係を作ったり、子どもたち
が喜ぶような発信をしていきたいと考えています。
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埼埼玉県の取り組みを知る。玉県の取り組みを知る。

子どもにもわかりやす
く寸劇を取り入れ、元
ヤングケアラーの体験
談も紹介。児童からは
「もしそういう子がい
たら少しでも力になり
たい」と声があがりま
した。

※�１
スクールソーシャルワーカー
悩みを抱える子どもを取り
巻く環境へ働きかけたり、
関係機関等との連携・調整
を行う。

※�２
スクールカウンセラー
子どもの悩みを聞いて、
専門的な立場から子ども
または先生にアドバイス
をする心理士。

　埼玉県では、子どもの成長段階に合わ
せ、高校生編、中学生編、小学生編の3種
類を作成し、県内在学の児童・生徒、学

校教職員に配布しています。

児童・生徒、教職員向け教材児童・生徒、教職員向け教材
ヤングケアラーハンドブックヤングケアラーハンドブック

「「ヤングケアラーってなに？」ヤングケアラーってなに？」
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教職員のほか、市の児
童福祉担当職員なども
参加し、学校における
ヤングケアラーの早期
発見や支援・相談、関
係機関へのつなぎにつ
いてご説明いただきま
した。

当事者の子が声をあげられる環境を、周りの子
どもたちの声掛けによって作ってあげることが

大切だと学びました。成長の
過程で、その子にとって何が
大切で、何を必要としているの
かを考えながら、今後も子ども
たちを見守りたいと思います。

学校としてできることを探る、そのスタートと
なるような研修でした。「多様な他者を認め合

う」をキーワードに、今後も
関係機関と連携を取りながら、
保護者の方・地域の方ととも
に取り組みを進めてまいりま
す。

▲
条例や計画、
施策等の詳細
は、県ホーム
ページへ

▲教職員向け研修会▲教職員向け研修会

▲小学生向け授業▲小学生向け授業

－栗橋南小学校での学び－

ヤングケアラーサポートクラスで
何を感じましたか？
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